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■問い合わせ　若狭東高校☎ 56・0400

　
　
　

 

狭
東
高
校
が
平
成
27
年
度
に
、
文
部

　
　
　

 

科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）

の
指
定
を
受
け
て
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、農
業
を
中
核
に
、生
産
、調
理
・

加
工
、
販
売
を
総
合
的
に
学
習
す
る
「
テ
ク

ノ
ア
グ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
。
薬

用
植
物
の
産
地
化
、
植
物
工
場
な
ど
高
度
な

施
設
園
芸
、
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
技

術
開
発
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は
、
地

域
に
多
く
の
足
跡
を
残
す
と
と
も
に
、
全
国

か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

３
年
間
の
集
大
成
の
時
を
迎
え
た
Ｓ
Ｐ
Ｈ

の
研
究
活
動
。
そ
の
取
り
組
み
と
未
来
へ
の

展
望
を
取
材
し
ま
し
た
。

若

若
狭
東
高
校
■

Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
歴
史

明日の若狭を創るのは君たちだ

若狭東高校「SPH」のすべて特 集

SPH生徒実行委員
白
し ら さ き

﨑 好
み お

音 さん
（生活創造科 3年）

文部科学省の成果発表会に参加。薬用植
物を生産し、地域店舗と協力して商品を
研究開発する活動に、学識経験者から高
い評価を得る。先進的な実践研究として
全国の参加者も注目（2月 5日・東京都）

SPH生徒実行委員
北
き た む ら

村 拓
た く や

也 くん
（地域創造科 3年）

SPH 研究や
活動発表は、
自分自身の経
験と成長につ
ながりました！

トマト栽培を
はじめ、多分
野で研究に
参加して学
べました！

地域創造科

薬用植物の栽培実験と商品開発

薬
用
植
物
栽
培
の
可
能
性
を
広
げ
る

　

Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
研
究
活
動
の
一
つ
に
、〝
薬

用
植
物
の
産
地
化
〟
が
あ
り
ま
す
。
地
域

創
造
科
食
農
創
造
コ
ー
ス
で
は
、
生
徒
た

ち
が
中
国
原
産
の
薬
用
植
物
・
コ
ウ
ギ
ク

の
栽
培
に
取
り
組
み
、
そ
こ
で
確
立
し
た

技
術
や
知
識
を
地
域
に
広
め
て
い
ま
す
。

宮
川
地
区
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
「
若
狭
の

恵
」
や
農
家
31
軒
が
栽
培
に
乗
り
出
し
、

若
狭
地
方
へ
コ
ウ
ギ
ク
が
広
が
り
始
め

て
き
て
い
ま
す
。

６
次
産
業
化
へ

　

ま
た
、
コ
ウ
ギ

ク
を
栽
培
す
る
だ

け
で
な
く
、
加
工

し
て
、
商
品
開
発

に
取
り
組
み
ま
し

た
。
売
れ
る
商

品
を
目
標
に
、
ブ

レ
ン
ド
テ
ィ
ー

「
コ
ウ
ち
ゃ
ん

テ
ィ
ー
」を
開
発
。

専
門
店
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
行
い
な

が
ら
味
を
決
め
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

も
生
徒
が
デ
ザ
イ

ン
し
ま
し
た
。

地域資源を活かした里山保全
地域創造科

身
近
な
里
山
を
学
習
の
場
に

　

地
域
の
自
然
環
境
の
知
識
を
身
に
つ
け

た
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
、
地
域
創

造
科
地
域
開
発
コ
ー
ス
で
は
、
身
近
な
里

山
の
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
薬
木
の
活
用
方
法
に
関
す
る
調
査
・

研
究
で
は
、「
カ
キ
の
葉
茶
」の
製
造
方
法

の
違
い
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
含
有
量
の
比

較
実
験
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
29

年
度
は
ク
ワ
や
ヤ
マ
モ
モ
の
活
用
研
究
も

開
始
。
生
活
創
造

科
の
薬
膳
料
理
へ

の
食
材
提
供
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
へ
広
げ
る

　

研
究
の
成
果
を

地
域
に
広
め
る
た

め
に
、
今
後
は
、

体
験
教
室
の
開
催

や
、
活
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
「
さ
と
や
ま

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
の
発

行
を
予
定
。
里
山

の
資
源
活
用
や
、

地
域
の
環
境
に
つ

い
て
み
ん
な
で
考

え
る
機
会
を
広
げ

る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

生活創造科

薬膳などメニューの開発

「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
開
店

　

生
活
創
造
科
で
は
、地
域
の「
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

ｗ
ワ

ト

ト

ａ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
（
忠
野
）」
協
力
の
も
と
、

コ
ウ
ギ
ク
や
ク
ル
ミ
な
ど
の
地
元
食
材
を

取
り
入
れ
た
薬
膳
ラ
ン
チ
を
開
発
。
生
徒

自
ら
接
客
を
行
う
「
一
日
高
校
生
レ
ス
ト

ラ
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
季
節
に
合

わ
せ
た
旬
の
食
材
と
里
山
食
材
を
使
用
し

た
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
や
、
薬
膳
を
日
常
食

と
し
て
取
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
薬
膳
料

理
教
室
」
の
開
催

な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

生
徒
の
自
信
に

　

高
校
生
レ
ス
ト

ラ
ン
の
来
客
数
は

年
々
増
加
し
て
お

り
、
地
域
活
性
化

と
共
に
、
生
徒
た

ち
の
自
信
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
観

光
ツ
ア
ー
で
の
薬

膳
メ
ニ
ュ
ー
提
供

な
ど
が
構
想
さ
れ

て
お
り
、
県
内
外

へ
の
ア
ピ
ー
ル
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

特集■若狭東高校 SPHのすべて

平
成
25
年

学
校
再
編
に
よ
り
４
学
科

６
ク
ラ
ス
に
な
る
。

平
成
27
年
（
１
年
目
）

文
部
科
学
省
か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｈ

と
し
て
指
定
。

「
薬
用
植
物
の
栽
培
実
験
と

商
品
開
発
」「
薬
膳
な
ど
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
」「
植
物
工

場
で
の
栽
培
技
術
」「
Ｌ
Ｅ

Ｄ
光
源
や
栽
培
装
置
の
製

作
」
の
研
究
を
開
始
。

平
成
28
年
（
２
年
目
）

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
里

山
保
全
」「
地
域
特
産
物
の

振
興
」「
経
営
に
関
す
る
活

動
」
の
研
究
を
開
始
。

活
動
を
地
域
に
Ｐ
Ｒ
す
る

彦
姫
祭
を
開
催
。

平
成
29
年
（
３
年
目
）

生
徒
実
行
委
員
が
全
国
産

業
教
育
フ
ェ
ア
で
発
表
。

Ｓ
Ｐ
Ｈ
最
終
成
果
発
表
会

を
開
催
。

文
部
科
学
省
で
成
果
発
表
。

「
Ｓ
Ｐ
Ｈ　
　
　

   

」と
は
？

　

高
度
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
、

第
一
線
で
活
躍
で
き
る
専
門
的
職
業

人
の
育
成
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省

が
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
す
る
事
業
。

　

先
進
的
か
つ
卓
越
し
た
取
り
組
み

を
行
う
専
門
高
校
な
ど
を
Ｓ
Ｐ
Ｈ
に

指
定
し
て
、
実
践
研
究
を
行
う
。
指

定
期
間
は
、
原
則
と
し
て
３
年
（
専

攻
科
を
含
め
る
場
合
は
最
長
５
年
）。

ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
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特集■若狭東高校 SPHのすべて

最
先
端
の
農
業
技
術
に
ふ
れ
る

　

地
域
創
造
科
食
農
創
造
コ
ー
ス
で
は
、

太
陽
光
と
人
工
光
を
両
方
使
え
る
植
物
工

場
で
、
ト
マ
ト
の
栽
培
実
験
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸

（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
）
の
含
有
量
が
高
い
ト
マ

ト
の
栽
培
に
成
功
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

薬
用
植
物
の
ス
テ
ビ
ア
（
糖
尿
病
や
高
血

圧
の
治
療
な
ど
に
活
用
）
の
水
耕
栽
培
実

験
で
は
、
わ
き
芽
か
ら
育
苗
し
て
、
収
穫

ま
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

有
識
者
か
ら
学
ぶ

　

平
成
28
年
度
の

ト
マ
ト
水
耕
栽
培

実
験
で
は
、
食
味

が
低
下
し
た
た

め
、
29
年
度
は
、

東
京
農
業
大
学
・

高た
か
は
た畑
健け

ん

准
教
授
の

指
導
を
受
け
て
、

食
味
と
糖
度
の
向

上
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
生
徒
た
ち

は
第
一
線
の
研
究

者
か
ら
直
接
指
導

を
受
け
る
こ
と

で
、
学
び
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

植物工場での栽培技術

　小浜市や多くの元気ある商店
さんから連携・協力をいただき、
誠にありがとうございます。
　これらの経験は生徒たちの確
かな自信となり、未来を築く大
切な財産となります。SPH 事
業は節目を迎えますが、今後は
地域連携事業を発展させ、他校
にない魅力ある学校づくりに努
めてまいりますので、なお一層
のご協力をお願いいたします。

　地域の方々と連携し、特産品
や薬用植物を活用した商品を研
究開発し 350 万円以上売り上げ
ました。さらに、7 分野の研究
活動を通して新しい知識や技術
が習得できる学習プログラムを
開発しました。今後は、若狭東
高校の専門教育の強みを生かし
た学習内容、研究活動、教育実
践をより充実させ、若狭地方を
支える人材育成を目指します。

若狭東高校
SPH研究主任

中
なかばやし

林 春
は る お

男 さん
（44歳・小湊）

若狭東高校
学校長

松
ま つ み や

宮 武
た け ひ こ

彦 さん
（58歳・敦賀市）

経験は未来を築く大切な財産 専門教育の強みを生かして

　全学科の SPH 活動をまとめ
た資料を作成し、全国大会で発
表したことで、自分の研究分野
だけでなく、他学科の研究内容
についても広く学ぶことができ
ました。研究活動では、地域の
皆さんと交流する機会が多かっ
たのもやりがいを感じました。
私は地元に就職しますが、社会
人になってからも地域の人との
関わりを大切にしたいです。

　SPH 活動では、コウギクの
栽培、6 次産業化したお茶の開
発、商品のデザインなどに取り
組みました。昨年から地域のメ
ガファーム「若狭の恵」でもコ
ウギクの栽培が始まりました。
今後は県内外に広がってほしい
です。僕自身も、進学予定の長
浜バイオ大学で、SPH の成果
を生かして、コウギクの品種改
良や加工に取り組みたいです。

若狭東高校
SPH生徒実行委員

竹
た け だ

田 竜
り ゅ う と

大 くん
（地域創造科 3年）

若狭東高校
SPH生徒実行委員

川
か わ ぐ ち

口 未
み う

羽さん
（生活創造科 3年）

地域の人との交流を大切に 進学先でも研究に取り組む

INTERVIEW INTERVIEW

地域創造科

生
徒
た
ち
が
模
擬
会
社
を
設
立

　

若
狭
東
高
校
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
活
動
の
発

表
の
場
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
28
年
か
ら

道
の
駅
若
狭
お
ば
ま
（
和
久
里
）
を
会
場

に
、「
彦
姫
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
で
は
、「
起
業
家
に

な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
す
る
生
徒

を
募
集
し
て
、模
擬
会
社
を
設
立
し
、彦
姫

祭
の
運
営
を
通
し
て
、
起
業
体
験
学
習
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
株
式

会
社
の
仕
組
み
や

資
金
調
達
の
方
法

を
学
習
し
、
起
業

の
た
め
の
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
検
討

し
て
、
商
品
の
仕

入
れ
や
生
産
・
販

売
に
関
す
る
経
営

活
動
を
具
体
的
に

実
践
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

　

Ｓ
Ｐ
Ｈ
で
の
取

り
組
み
は
、今
後
、

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科

全
体
で
の
模
擬
会

社
設
立
に
拡
大
さ

れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
学

習
の
機
会
を
広
げ

る
予
定
で
す
。

経営に関する活動
ビジネス情報科

２
学
科
が
連
携
し
て
研
究

　

電
気
・
機
械
科
と
地
域
創
造
科
で
は
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
を
用
い
た
植
物
の
栽
培
実
験

を
行
い
、
あ
て
る
光
の
色
（
波
長
）
の
違

い
が
、
植
物
の
育
ち
具
合
に
ど
の
よ
う
に

影
響
を
与
え
る
か
を
研
究
し
ま
し
た
。

　

研
究
で
は
、
電
気
・
機
械
科
が
、
知
識

や
技
術
を
生
か
し
て
、
赤
・
青
・
白
・
緑
・

黄
色
・
紫
・
赤
外
線
・
紫
外
線
の
８
色
を

使
い
、
単
色
ま
た
は
複
数
の
色
を
組
み
合

わ
せ
て
植
物
を
栽

培
す
る
装
置
を
８

台
作
り
ま
し
た
。

栽
培
技
術
確
立
へ

　

装
置
を
使
っ
た

実
験
は
地
域
創
造

科
が
行
い
、
あ
て

る
光
の
条
件
に

よ
っ
て
、
赤
茎
ミ

ズ
ナ
の
育
ち
方
に

現
れ
る
差
を
発
見

し
ま
し
た
。

 

今
後
は
さ
ら
に

研
究
を
進
め
、
将

来
的
に
植
物
工
場

に
応
用
で
き
る
栽

培
技
術
を
確
立
す

る
こ
と
が
目
標
の

一
つ
で
す
。

LED光源や栽培装置の製作
電気・機械科／地域創造科

地域特産物の振興
生活創造科

地
域
の
特
産
物
で
商
品
を
開
発

　

Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
目
標
の
一
つ
に
、〝
地
域
を

創
生
す
る
産
業
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
〟
が
あ
り
ま
す
。
生
活
創
造
科

で
は
、生
徒
自
ら
、地
域
の
特
産
物
を
使
っ

た
商
品
を
開
発
し
、販
売
活
動
を
通
し
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
製
菓
店
「
岡
本

善
七
製
菓
舗
（
若
狭
町
）」
と
連
携
し
て

作
っ
た
熊
川
葛
の「
葛
ク
ッ
キ
ー
シ
ュ
ー
」

な
ど
を
、
同
店
舗

や
地
元
の
イ
ベ
ン

ト
で
販
売
し
て
き

ま
し
た
。

高
校
生
の
視
点
で

　

平
成
29
年
度

は
、
コ
ウ
ギ
ク
を

使
っ
た
「
ｈ
ａ
ｎ

ａ
ク
ッ
キ
ー
」を
、

地
元
の
「
ブ
ラ
ン

ジ
ェ
リ
ー
Ｏオ

カ
Ｋ
Ａ

Ｍ
モ

ト

Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
四
谷

町
）」
と
共
同
開

発
す
る
な
ど
、
高

校
生
の
視
点
で
地

域
特
産
物
の
商
品

を
提
案
し
、
地
域

活
性
化
へ
と
つ
な

げ
ま
し
た
。

明日の若狭を創るのは君たちだ


